
・子どもらしく伸びやかに生き生きとした子

・自分で考え行動し責任をもとうとする子

・まわりのすべてに心をかよわせて生活する子

２．本年度重点的に取り組む目標・計画

　本園の教育理念・教育方針のもと、その教育目標に沿った評価項目について自己点検・自己評価を

実施することによって、教職員が客観的に自らを振り返り教育内容の改善に取り組んでいく。

３．評価項目の達成及び取り組み状況

教育方針を理解し、保育内容や指導計画作成に生かすことができた。
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　課題について、全職員が認識し、自己点検・自己評価に取り組むことで自ら保育を振り返るばかりでなく

様々な課題を見出すことができた。ICTの活用は、前向きに進めていく。

５．今後取り組む課題

1

2

3

６．学校関係者評価委員会の評価

　感染予防対策など　細やかな配慮をしていただいたことで、安心して登園させることができました。

　今年度は、運動会や発表会、器楽演奏会で子どもの成長した姿を観ることができ感謝しています。

委員会実施日

保護者への対応 便りや行事の機会を促えて、園の保育方針を伝え信頼関係を築いていく。

令和5年3月16日

Ｂ

課題 具体的な取り組み方法

安全管理 感染症・地震などの災害に備えて、危機意識の向上を図る。

教職員間の協力 学年に関係なく他学年の指導計画も把握し、協力体制を強化する。

衛生管理 A 新型コロナウイルスの影響により衛生への意識が高まった。

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果　評価　A：達成している　B：一部達成している　C：一部改善を要する　D：改善を要する

評価 理　由

1 保育の在り方 A
幼児への対応も個別的な指導計画のもと、丁寧な保育ができた。

2
教師としての資質や
保育の質の向上

B

研究発表を通し、園内研修を重ね日頃の保育の振り返りを行い、教師間で話し
合うことで幼児理解が深まった。

ICT化活用の効率化を目指す。

令和４年度　自己評価・学校関係者評価報告書

学校法人副島学園　高須幼稚園

１．本園の教育目標

評価　A：達成している　B：一部達成している　C：一部改善を要する　D：改善を要する

評価項目 評価 評価の理由・取り組み状況


